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再生可能電力資産の所有者、開発者、運営者は、この電力需要の増加から利益を得ることになると当社は考えています。大

手テクノロジー企業は、これまでも再生可能エネルギーの最大の購入者でした。これらの企業が再生可能エネルギーを選

択する主な理由は、以下の 2 つです。   

 ネットゼロ目標 ：テクノロジー企業はネットゼロに向けて野心的に取り組み、グリーン電力利用を 100％とする目標

に掲げる場合が多々あります。より多くの電力需要に対応するためにはより多くのデータセンターが必要となること

から、テクノロジー企業が再生可能エネルギーという選択肢を追求するようになることが予想されます。 

 価格 ：グリーン電力へのコミットメントも重要ですが、価格も重要です。これまで、経済的な観点から再生可能エネ

ルギーが魅力的な存在となってきました。再生可能エネルギーの価格は近年大幅に低下しており、現在では世界の主

要市場のほとんどで最も安価な電力形態となっています（図表 2）。 

 

図表 2：グローバル均等化発電原価（LCOE） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：ブルームバーグ・ニュー・エナジー・ファイナンス、「LCOE Global Benchmarks」、2023 年 1 月 31 日時点。LCOE は、発電所の耐用年数にわたって

異なる電源からの発電コストを評価します。 

 

上記の結果、テクノロジー企業は電力を確保する際の購入契約において、価格やその他の条件についてより柔軟になって

います。市場での存在感が大きいことから、再生可能エネルギー発電事業者にとって有利な方向に業界の力学が変化しつ

つあるのです。 

再生可能電力に対する企業の需要は供給力を上回っており、再生可能電力資産の所有者や運営者にとっては、短期間で追

加容量を実用化する大きな機会が生まれています。当社では、資本にアクセスを持ち、技術面で高い専門性を持つ事業者、

そして（喫緊の必要性があることから）すでにこれらのプロジェクトに投資している事業者が、今後利益を享受できると

考えています。 
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脚注 

1. 出所：ピッチブック、2024 年 3 月 31 日時点。 

2. 出所：PEFOX、2024 年 3 月 31 日時点。 

 

リスクに関する記述 

不動産関連商品への投資は、不動産の物件価値、賃料、入居率に影響を及ぼす経済、法令、環境

の要因から影響を受ける場合があります。インフラ企業は、その事業に悪影響を及ぼす可能性の

ある様々な要因 （高金利、高レバレッジ、規制コスト、景気減速、余剰生産能力、競争激化、燃

料不足、再エネ方針など）から影響を受ける場合があります。 

オルタナティブ投資はしばしば投機的であり、高いリスクを伴います。投資家は、投資金額の全

てまたは多額を失う可能性があります。ハイイールド債には金利リスクが伴います。金利が上昇

すると債券価格は下落します。一般的に、満期が長期になるほど金利リスクに対する感応度が高

くなります。利回りは経済状況に伴って変動します。利回りは、投資意思決定に際する検討事項

のひとつにすぎません。 

当資料に含まれる情報は、投資助言、取引意図もしくは保有銘柄の示唆または投資パフォーマン

スの予測ではなく、そのように意図したものではありません。当資料に表示された見解および情

報は、いつでも変更される場合があります。ブルックフィールドは、当該見解や情報を更新する

責任を負いません。当該情報は信頼できる情報源から取得したものと見なされますが、ブルック

フィールドは、その完全性または正確性を保証しません。 

当資料で示された意見は、子会社および関連会社を含むブルックフィールドの現在の意見であ

り、予告なく変更される場合があります。子会社および関連会社を含むブルックフィールドは、

当該情報の更新または顧客への変更の通知を行う責任を負いません。当資料に提示されたいかな

る見通し、予測またはポートフォリオ保有比率も当資料に示された日付時点のものであり、予告

なく変更される場合があります。過去のパフォーマンスは将来のパフォーマンスを示唆するもの

ではなく、投資の価値とそれら投資から得られるインカムは変動することがあります。 

 

将来の見通しに関する記述 

当資料は、米国連邦証券法令、具体的に米国 1934 年証券取引所法（その後の改正を含む）第 21E

条、そしてカナダ証券法令における意義の範囲内における将来の見通しに関する記述を含む情報

やそれらに基づく情報が含まれています。将来の見通しに関する記述は、事業戦略や投資戦略も

しくは戦略遂行のための措置、競争力、目標、事業の拡大および成長、計画、見込み、将来の成

功への言及など、将来の行動、事象または動向に関して、過去の事実の記述以外のすべての記述

を含みます。これらの記述は、過去または現在の事実に厳格に関連しないという事実によって特

定することができます。 

「予測」、「推定」、「期待」、「予想」、「想定」、「計画」、「考え」やその他の類似する用語は、これ

らの将来の見通しに関する記述を特定するために用いられます。将来の見通しに関する記述は、

不正確な仮定や既知もしくは未知のリスクおよび不確実性によって影響を受ける可能性があり

ます。そうした要素の多くは、将来の実際の結果や成果を決定する上で重要となります。そのた

め、いかなる将来の見通しに関する記述についても保証はありません。実際の結果や成果は大き

く異なることがあります。これらの不確実性を踏まえ、これらの将来の見通しに関する記述に不

当に依拠するべきではありません。ブルックフィールド·コーポレーションとその関係会社（総

称して「ブルックフィールド」）が設定するいかなる商品に適用される条件の概要の提供を目的

としたものではありません。情報および見解は予告なく変更される場合があります。当資料で提

供される情報の一部は、ブルックフィールドの内部調査に基づいて作成されており、一定の情報

はブルックフィールドによる様々な仮定に基づいており、いずれの仮定も正確とは限りません。

ブルックフィールドは、当資料に含まれる情報（第三者から提供される情報を含む）の正確性ま

たは完全性を必ずしも検証しておらず（そして検証する義務を負わず）、いかなる情報について

も検証されたものとしてブルックフィールドに依拠することはできません。 

当資料で提供された情報は、当資料作成時点におけるブルックフィールドの視点および信念を反

映しています。 




